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第
42
回 

林
神
社 

節
用
集
祭
り

全
日
本
印
刷

　
　 

文
化
典
高
知
大
会

今
年
も
印
刷
・
出
版
の
祖
と
し
て
林

家
祖
神
の
功
業
を
顕
彰
す
る
祭
祀
を
斎

行
し
て
以
来
42
回
目
と
な
る
そ
う
で
す
。

節
用
集
と
は
室
町
時
代
に
刊
行
さ
れ
た

国
語
辞
典
で
あ
る
。

思
い
を
学
術
文
化
に
潜
め
ら
れ
る
有

志
の
方
々
の
ご
参
列
・
御
協
賛
を
得
て

今
日
の
印
刷
・
出
版
の
未
曾
有
の
大
発

展
を
ご
神
前
に
奉
謝
し
併
せ
て
今
後
の

学
術
文
化
の
向
上
と
業
界
の
ま
す
ま
す

の
繁
栄
と
を
祈
願
さ
れ
た
。
講
師
に
長

尾
神
社
宮
司
・
吉
川
雅
章
氏
を
お
迎
え

し
て
講
話
は
「
神
饌
～
神
様
の
お
食
事
」

そ
の
後
直
来
（
懇
親
会
）。

今
年
も
多
数
の
参
加
と
な
っ
た
。

臼田会長（東京都）

理事長（高知県）

●
全
日
本
印
刷
文
化
展
高
知
大
会
　

理
事
長
会
報
告

　
奈
良
県
印
刷
工
業
組
合
　
理
事
長
　
乾
　
昌
弘

全
日
本
印
刷
文
化
展
高
知
大
会
に
お

い
て
、
10
月
6
日
朝
8
時
15
分
よ
り
全

印
工
連
の
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
平
成
30
年
10
月
5
日
～
6
日

～
土
佐
で
語
ろ
う　

印
刷
の
未
来
～

と
い
う
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
も
と

高
知
の
地
に
５
4
０
名
あ
ま
り
が
集

結
し
た
。

2
年
に
一
度
の
印
刷
文
化
典
が
今
年

は
高
知
県
の
主
催
で
幕
末
は
旧
山
之
内

家
下
屋
敷
跡
の
ホ
テ
ル
三
翆
園
で
開
催

さ
れ
た
。

多
数
の
ご
来
賓
の
中
で
は
高
知
県
出

身
の
中
谷
衆
議
院
議
員
の
ご
挨
拶
が
特

に
印
象
的
で
あ
っ
た
。

大
会
は
「
ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ 

Ｉ
ｎ
ｄ
ｕ
ｓ

ｔ
ｒ
ｙ　

人
々
の
暮
ら
し
を
彩
り
幸
せ

を
創
る
印
刷
業
」
の
ブ
ラ
ン
ド
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ 

ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ

ｎ
ｙ
を
目
指
す
方
向
性
を
確
認
し
た
。

そ
の
あ
と
、
記
念
式
典
で
、
業
界
の

発
展
に
尽
力
し
た
発
達
功
労
者
、
組
合

功
労
者
、
優
良
従
業
員
な
ど
に
彰
状
が

贈
ら
れ
た
。
開
催
工
組
を
代
表
し
て
高

知
県
印
刷
工
業
組
合
の
理
事
長
が
登
壇

し
、「
自
由
は
土
佐
の
山
間
よ
り
」
と
い

う
言
葉
に
な
ぞ
ら
え
て
「
未
来
は
土
佐

の
山
間
よ
り
」
と
、
皆
様
の
記
憶
に
残

る
大
会
に
し
た
い
と
述
べ
た
。

全
印
工
連
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
臼
田
会

長
が
働
き
方
改
革
に
言
及
し
て
「
働
き

方
改
革
は
〝
会
社
の
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
〟
で
あ
る
」
と
指
摘
。

記
念
講
演
会
で
は
高
知
県
出
身
の
小

説
家
で
あ
る
山
本
一
力
氏
が
紙
の
印
刷
、

活
字
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
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はりまや橋

●
平
成
30
年
10
月
6
日

●
三
翠
園

◇
勝
ち
残
り
合
宿
ゼ
ミ

２
０
１
９
年
２
月
23
日
、
24
日

大
阪
に
て
開
催
予
定
、
会
社
訪
問
：
作

道
印
刷

（株）

ゼ
ミ
を
受
け
た
会
員
さ
ん
が
、
そ
の
後

個
別
で
お
互
い
の
進
捗
状
況
を
報
告
し

あ
っ
た
り
切
磋
琢
磨
で
き
る
。
各
青
年

部
会
員
に
も
持
ち
帰
っ
て
も
ら
え
る
も

の
が
あ
る
の
で
是
非
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｔ 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
２
０
２
０

２
０
１
８
年
2
月
に
初
め
て
宮
崎
県
で

開
催
し
、
６
０
０
名
ほ
ど
の
参
加
。
印

刷
業
界
の
い
ろ
い
ろ
な
垣
根
を
超
え
て

全
青
協
各
県
青
年
代
表
者
会
議

大
倭
印
刷
株
式
会
社
　
中
島
　
武
宣

さ
す
が
酒
豪
が
集
ま
る
県
だ
け
あ
っ
て
、

ほ
と
ん
ど
の
理
事
長
が
ひ
ど
い
二
日
酔

い
の
ご
様
子（
笑
）

議
題
は
高
知
大
会
の
参
加
状
況
、
台

風
21
号
・
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
被

害
状
況
、
各
種
調
査
・
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
報
告
並
び
に
全
印
工
連
事
業
の
活

用（
メ
リ
ッ
ト
）に
つ
い
て
の
説
明
等
で
、

あ
ら
た
め
て
全
印
工
連
の
事
業
を
活
用

す
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
物
理
的
な
メ
リ

ッ
ト
を
感
じ
た
の
と
同
時
に
、
こ
う
い

っ
た
機
会
で
の
人
的
交
流
に
よ
る
メ
リ

ッ
ト
を
感
じ
、
せ
っ
か
く
組
合
に
加
入

し
て
い
な
が
ら
参
加
を
し
な
い
こ
と
は

い
わ
ゆ
る
「
損
失
の
機
会
」
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

理
事
会
終
了
後
、
会
場
の
２
階
か
ら

１
階
に
降
り
る
際
、
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ

と
共
に
階
段
を
転
落
し
て
し
ま
い
、
会

場
は
一
時
騒
然
と
な
り
（
汗
）、
私
は
全

印
工
連
の
中
で
一
躍
有
名
人
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。（
苦
笑
）

大
会
終
了
後
は
、
高
知
名
物
の
鰹
と

ウ
ツ
ボ
の
た
た
き
、
鯨
カ
ツ
、
ど
ろ
め

（
鰯
の
稚
魚
）
定
食
を
食
べ
、
日
本
三
大

が
っ
か
り
堂
々
第
一
位
の
は
り
ま
や
橋

を
見
学
し
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

集
ま
ろ
う
と
始
め
た
集
ま
り
。
２
年
か

ら
３
年
に
一
度
の
頻
度
で
開
催
予
定
。

次
回
は
２
０
２
０
年
、
場
所
は
地
方

（
秋
田
が
有
力
）
で
開
催
。

◇
全
国
協
議
会

毎
回
東
京
で
開
催
。
次
回
の
詳
細
は
後

日
に
案
内
し
ま
す
。

◇
各
県
の
青
年
会
テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン

メ
ン
バ
ー
：
宮
崎
、
奈
良
、
埼
玉
、
東

京
、
富
山
、
香
川

・
宮
崎
で
は
、
例
会
を
年
に
２
〜
３
回

開
催
。
プ
リ
ン
ト
ネ
ク
ス
ト
の
第
１
回

目
を
開
催
。

・
奈
良
は
青
年
会
は
消
滅
、
理
事
会
が

若
返
り
で
40
〜
50
代
が
活
動
。
地
域
性

と
し
て
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
え
て
い

る
、
地
域
で
は
青
年
経
営
者
が
そ
れ
ぞ

れ
小
さ
な
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
っ
て
い

る
。
伝
統
的
な
イ
ベ
ン
ト
は
年
中
行
事

と
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
が
共
存
。

・
埼
玉
で
は
、
青
年
会
32
名
、
青
年
会

の
上
限
を
45
→
50
歳
に
引
き
上
げ
。
例

会
は
月
に
１
回
開
催
。
こ
こ
に
来
ら
れ

た
浅
野
さ
ん
が
理
事
長
に
就
任
し
、
テ

ー
マ
を
「
エ
レ
ガ
ン
ト
な
経
営
者
」
と

し
、
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
グ
ル
メ

や
ゴ
ル
フ
な
ど
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
活

動
を
し
て
い
る
。
そ
の
効
果
あ
っ
て
出

席
率
は
90
％
見
た
目
を
重
視
し
な
が
ら

も
中
身
も
充
実
さ
せ
て
い
る
。

・
東
京
で
は
、
「
強
く 
楽
し
く 

美
し

く
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
。
月
に
１
回
定

例
会
を
開
催
。
経
営
戦
略
を
学
ぶ
セ
ミ

ナ
ー
を
多
数
開
催
。
ま
た
ビ
ジ
ネ
ス
で

は
な
い
サ
ー
ク
ル
活
動
（
写
真
や
も
つ

鍋
会
な
ど
）

・
香
川
で
は
、
青
年
会
38
名
、
Ｊ
Ｃ
の

メ
ン
バ
ー
が
主
力
に
い
て
堅
苦
し
い
。

日
本
製
紙
に
見
学
に
行
っ
た
り
、
中
央

会
の
青
年
部
と
も
年
に
１
回
活
動
し
て

い
る
。
青
年
中
央
会
と
一
緒
に
活
動
し

て
助
成
金
活
用
し
て
い
る
。
香
川
は
う

ど
ん
屋
が
多
い
の
で
う
ど
ん
屋
の
組
合

が
で
き
た
。
ラ
ー
メ
ン
屋
が
無
い
。
飲

み
に
行
く
と
締
め
に
う
ど
ん
を
食
べ
る

仕
組
み
が
あ
る
。
夜
食
の
う
ど
ん
。
う

ち
わ
が
盛
ん
、
マ
イ
う
ち
わ
が
に
わ
か

で
流
行
る
。

全
青
協
各
県
青
年
代
表
者
会
議

事
務
局
研
修
会
　
児
玉
　
留
理

参
加
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ま
、
大
変

お
疲
れ
様
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ま
ず
、
組
合
員
台
帳
調
査
票
と
「
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
提
出
依

頼
が
あ
り
、
平
成
29
年
度
共
済
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
表
彰
の
９
工
組
の
発
表
が
あ
っ

た
。

今
回
の
事
務
局
研
修
会
は
印
刷
会
社
に

お
け
る
環
境
対
応
〝
今
と
こ
れ
か
ら
〟
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景
に
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
世
界
共

通
の
環
境
活
動
基
準
で
あ
っ
た
が
、
企

業
の
経
済
活
動
と
遊
離
し
、
組
織
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
も
工
場
の
小
さ
い
サ
イ
ク
ル

に
と
ど
ま
り
企
業
本
来
の
活
動
に
生
か

し
切
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
２
０
１
５

年
改
定
と
な
っ
た
。
企
業
活
動
を
優
先

し
て
す
す
め
る
こ
と
と
な
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
環
境
、
経
済
、
社
会
の
三
側
面
に
お

い
て
統
合
の
概
念
が
一
致
し
た
。
ま

た
、
日
印
産
連
で
も
重
要
な
指
針
と
し

て
傘
下
会
員
企
業
と
と
も
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
達
成
に
向
け
た
印
刷
産
業
の
果
た
す

べ
き
役
割
を
期
待
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る

の
は
、
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
お
よ
び

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
お
い
て
持
続
可
能
な
開
発

を
、
経
済
、
社
会
お
よ
び
環
境
と
い
う

三
つ
の
側
面
に
お
い
て
、
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
、
統
合
さ
れ
た
形
で
達
成
す
る
と

い
う
考
え
方
。
国
の
環
境
政
策
が
目
指

す
べ
き
方
向
性
と
基
本
的
に
同
様
で
あ

る
。

　

印
刷
業
界
専
用
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
が
日
印
産
連
お
よ
び
全
印

工
連
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。

・
グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
工
場
認

定
制
度
（
Ｇ
Ｐ
工
場
認
定
制
度
）
3
年

ご
と
の
更
新
・
審
査
の
実
施
。
現
在

３
８
４
工
場
が
認
定
登
録
さ
れ
て
い

る
。

・
環
境
推
進
工
場
登
録
制
度　

2
年
ご

と
の
更
新
・
審
査　

現
在
１
０
５
工
場

が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
用
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ

警
報
器
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
設
置
し

て
、
自
社
工
場
の
作
業
工
程
で
の
Ｖ
Ｏ

Ｃ
濃
度
の
数
値
を
知
る
こ
と
も
大
事
。

そ
れ
が
従
業
員
の
高
濃
度
暴
露
を
回
避

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
し
、
職
場
環
境

の
改
善
提
案
に
も
な
る
。

10
月
６
日　

９
時
30
分
～

「
幸
せ
な
働
き
方
改
革
」
へ
向
け
て
！

（
目
標
・
計
画
設
定
）

講
師
は(

株)

ワ
ー
ク
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
代
表
取
締
役
で
特
定
社
会
保
険
労
務

士
で
も
あ
り
、
５
児
の
母
で
も
あ
る
菊

池
加
奈
子
氏

労
働
人
口
が
毎
年
減
少
し
、
労
働
力

の
確
保
や
維
持
が
難
し
く
な
る
中
、
組

合
員
企
業
の
従
業
員
が
や
り
が
い
を
持

ち
、
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

作
り
に
よ
っ
て
、
新
た
な
付
加
価
値
を

創
出
し
、
顧
客
満
足
度
を
高
め
、
ひ
い

て
は
組
合
員
企
業
の
業
績
向
上
に
つ
な

が
る
ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ 

ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
を

目
指
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
全
印
工
連

で
は
「
幸
せ
な
働
き
方
改
革
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
各

組
合
員
企
業
の
確
実
な
業
績
向
上
を
目

的
と
し
、
待
っ
た
な
し
の
働
き
方
改
革

を
実
行
す
る
た
め
、
ス
テ
ッ
プ
1
か
ら

ス
テ
ッ
プ
5
の
プ
ロ
セ
ス
を
構
築
し
、

全
組
合
員
へ
の
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ス
テ
ッ
プ

2
と
な
る
「
目
標
を
設
定
し
、
計
画
を

立
て
る
」
こ
と
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
現

在
の
働
き
方
に
お
け
る
「
負
の
ス
パ
イ

ラ
ル
を
断
ち
切
っ
て
い
く
こ
と
」
を
ス

タ
ー
ト
地
点
と
し
て
自
社
の
現
状
の
課

題
を
洗
い
出
し
、
そ
れ
ら
ひ
と
つ
ひ
と

つ
に
改
善
の
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
で
、

ど
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
手
を
つ
け
れ
ば

良
い
の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
る
。

　

講
演
で
は
仕
事
に
よ
る
疲
労
や
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と
が
少
な
く
、
働

全
印
工
連
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
題
し
て
講
師
は
全
印
工
連
特
別
顧
問

の
寺
田
勝
昭
氏
で
し
た
。

寺
田
氏
に
は
2
年
前
に
奈
良
工
組
も
環

境
推
進
工
場
登
録
制
度
の
セ
ミ
ナ
ー
で

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
我
が
国
の
環
境
問
題
へ
の

取
組
み
は
積
極
的
に
世
界
の
環
境
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
進
む
か
に
見
え
た
が
東
日

本
大
震
災
な
ど
の
大
規
模
災
害
に
よ
る

社
旗
的
基
盤
の
破
壊
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
欠
落
に
よ
る
偽
装
問
題
が

発
生
し
企
業
の
社
会
的
信
頼
性
が
揺
ら

い
で
い
る
。
そ
の
間
世
界
が
抱
え
る
環

境
問
題
は
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
、
多

様
化
し
地
域
や
国
単
位
で
は
対
応
で
き

ず
、
地
球
単
位
で
の
対
策
の
構
築
が
急

務
と
な
っ
て
い
る
。

環
境
問
題
の
話
に
入
る
と
正
直
専
門
的

な
話
で
専
門
用
語
が
た
く
さ
ん
出
て
き

て
か
な
り
難
し
い
。

持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
た
パ
ラ
ダ
イ

ム
シ
フ
ト
と
は
？

「
環
境
・
経
済
・
社
会
」
の
統
合
に
よ

る
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
向
け
た

取
組
が
必
要
と
な
り
、
２
０
１
５
年
に

国
連
で
「
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
が

採
択
さ
れ
、
先
進
国
と
開
発
途
上
国

が
と
も
に
取
り
組
む
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
と
し
て
１
７
の

ゴ
ー
ル
（
目
標
）
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
が
掲
げ
ら
れ
た
。
我
が
国
に
お
い

て
も
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

２
０
１
８
」
が
策
定
さ
れ
た
。
そ
の
背
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奈
良
県
印
刷
組
合
理
事
会
報
告

平
成
30
年
10
月
17
日

（水）

奈
良
県
県
経
済
倶
楽
部
ビ
ル
5
階

・
全
日
本
印
刷
文
化
典
高
知
大
会
の
報

告
、
全
国
青
年
印
刷
人
協
議
会
に
つ
い

て
摺
印
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

・
全
印
工
連
官
公
需
対
策
幹
事
会
の
報

告
に
つ
い
て
全
国
の
集
ま
り
で
奈
良
県

と
他
府
県
と
の
温
度
差
が
非
常
に
あ
る

と
の
こ
と
。

・
教
育
事
業
に
つ
い
て
は
奈
良
の
伝
統

を
継
承
し
て
い
る
吉
野
の
和
紙
工
場
見

学
は
ど
う
か
と
の
提
案
で
皆
が
賛
成
。

平
成
30
年
2
月
21
日

（木）
に
決
定
。
後
日

案
内
を
い
た
し
ま
す
。

・
新
年
交
流
会
に
つ
い
て

平
成
30
年
1
月
24
日

（木）
今
回
は
ホ
テ
ル

日
航
奈
良
に
決
定
。

18
時
～　

後
日
案
内
を
い
た
し
ま
す
。

・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て

テ
ー
マ
は
去
年
に
引
き
続
き
「
働
き
方

改
革
」
審
査
は
Ｄ
Ｔ
Ｐ
エ
キ
ス
パ
ー
ト

講
師
の
岸
本
先
生
と
河
原
先
生
に
決

定
。
生
詳
細
は
掲
載
し
た
案
内
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。
事
務
局
か
ら
は
案
内
を

Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
済
み
。

出
席
理
事	

乾
、
吉
岡
、
吉
川
、
花
松
、

	

福
留
、
堀
井
、
中
島
、
野
中

	

（
敬
称
略
）

き
や
す
い
快
適
な
職
場
づ
く
り
の
た
め

に
、職
場
の
人
間
関
係
な
ど「
ソ
フ
ト
面
」

に
お
け
る
現
状
を
把
握
す
る
た
め
の
調

査
票チ

ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
参
加
者
全
員
が

実
際
に
記
入
し
て
み
た
。

こ
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
厚
生
労
働

省
の
働
き
方
・
休
み
方
改
善
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
エ
ク
セ
ル
シ
ー
ト
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
て
サ
イ
ト
を
利
用
し
て
自

動
計
算
で
き
、
診
断
す
る
こ
と
が
で
き

る
。各

企
業
で
、
経
営
者
の
主
観
だ
け
で

な
く
従
業
員
の
声
も
聞
い
て
み
る
と
い

う
こ
と
で
ア
ン
ケ
ー
ト
と
し
て
チ
ェ
ッ

ク
し
て
も
ら
う
の
も
良
い
方
法
だ
と
思

う
。

快適職場調査（ソフト面）では、上記の７つの領域について、
その満足度や負荷等を数値分析できます。

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｏ
Ｎ
２
　
幸
せ
な
働
き
方
改
革
〈
目
標
・
計
画
設
定
〉



今年のポスターコンクールのテーマは「働き方改革」です。
作品募集要項
＜目　　的＞

ＰＲポスターを制作することにより、一般市民の皆さんに奈良県印刷業界が、日々躍進を挙げている事の
ＰＲとイメージアップを図る。

＜作品規定＞
　◎作　品　未発表で印刷可能な作品（１社１点を原則とする）
　◎サイズ  Ｂ２サイズ縦位置作品（応募作品はＡ３サイズで提出）※作品にはテーマ、制作者、所属企業
　　名を記入した企画書 ( Ａ４) を添付して下さい。

＜応募規定＞
奈良県印刷工業組合に加盟されている事業所に所属され、パソコンでデザイン　および印刷出力が可能で成
果品を印刷納品していただけること。

＜応募期限＞
　平成 30 年 12 月 10 日（月）までに奈良県印刷工業組合事務所に到着のこと。応募お待ちしています！

＜審　　査＞
　平成 30 年 12 月中旬以降に 奈良県印刷工業組合の理事会にて実施。

＜発　　表＞
決定次第各事業所にＦＡＸにて通知いたします。

最優秀賞・・・・・・・・・１点
優 秀 賞・・・・・・・・・４点

（入賞者には、賞金と表彰状の贈呈を行います。）
＊最優秀賞作品にはＰＲポスターとして平成 31 年１月初旬以降に組合の企業、県外の組合事務局などに配布さ

れます。なお、　最優秀賞受賞の会社は平成 31 年 12 月 22 日までにＢ 2 サイズで 150 枚印刷して奈良県印刷
工業組合事務所まで納品してください。
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秋
の
奈
良
の
風
物
詩
と
も
い
わ
れ
る

正
倉
院
展
は
、
今
年
70
回
の
節
目
を
迎

え
ま
す
。
今
年
は
北
倉
（
ほ
く
そ
う
）

10
件
、
中
倉
（
ち
ゅ
う
そ
う
）
16
件
、

南
倉
（
な
ん
そ
う
）
27
件
、聖
語
蔵
（
し

ょ
う
ご
ぞ
う
）
3
件
の
、
合
わ
せ
て
56

件
の
宝
物
が
出
陳
さ
れ
ま
す
。
そ
の
う

ち
の
10
件
は
初
出
陳
を
含
み
ま
す
。 

今
年
は
聖
武
天
皇
ゆ
か
り
の
平
螺
鈿

背
八
角
鏡
（
へ
い
ら
で
ん
は
い
の
は
っ

か
く
き
ょ
う
）
を
は
じ
め
、
沈
香
木
画

箱
（
じ
ん
こ
う
も
く
が
の
は
こ
）、
玳
瑁

螺
鈿
八
角
箱
（
た
い
ま
い
ら
で
ん
は
っ

か
く
の
は
こ
）、
犀
角
如
意
（
さ
い
か
く

の
に
ょ
い
）
な
ど
、
珍
貴
な
素
材
を
惜

し
げ
も
な
く
使
い
、
技
術
の
粋
を
尽
く

し
た
華
麗
な
工
芸
品
が
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

一
方
、
今
も
身
近
な
素
材
で
あ
る
麻

は
、
古
来
様
々
な
用
途
に
用
い
ら
れ
、

麻
布
は
税
と
し
て
地
方
か
ら
都
に
納
め

ら
れ
ま
し
た
。
今
年
は
平
成
25
年
度
か

ら
27
年
度
に
か
け
、
宮
内
庁
正
倉
院
事

務
所
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
特
別
調
査
を

踏
ま
え
、
麻
を
用
い
た
様
々
な
宝
物
が

出
陳
さ
れ
ま
す
。
麻
と
人
間
の
織
り
な

す
文
化
史
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
く
だ

さ
い
。 

こ
の
他
、
正
倉
院
宝
物
と
同
時
代
に
、

朝
鮮
半
島
に
栄
え
た
王
国
・
新
羅
（
し

ら
ぎ
）
に
関
わ
る
宝
物
も
多
数
出
陳
さ

れ
ま
す
。
唐
と
の
交
流
だ
け
で
は
な
い
、

奈
良
時
代
の
多
様
な
国
際
関
係
に
、
目

を
向
け
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
れ
ば
幸

い
で
す
。 

近
年
の
様
々
な
成
果
を
反
映
し
た
平

成
最
後
の
正
倉
院
展
を
、
宝
物
を
伝
え

た
奈
良
の
地
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
会
期　

平
成
30
年
10
月
27
日

（土）

～
11
月
12
日

（月） 

全
17
日

●
開
館
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
6
時 

※
金
曜
日
、
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日

（
10
月
27
日
・
28
日
、
11
月
2
日
・
3

日
・
4
日
・
9
日
・
10
日
・
11
日
）
は

午
後
8
時
ま
で 

※
入
館
は
閉
館
の
30
分
前
ま
で

●
休
館
日　

会
期
中
無
休

（
第
70
回
正
倉
院
展
｜
奈
良
国
立
博
物
館

https://w
w

w
.narahaku.go.jp/

exhibition/2018toku/shosoin/2018shosoin_
index.htm

l　

よ
り
転
載
）

第
70
回 

正
倉
院
展

多数のご応募、お待ちしています。宜しくお願いします。



奈良県奈良市角振町 奈良第一生命ビル ℡ ㈹
第一生命ホームページ

私たち第一生命は、お客さまの大切な人生、大切な人、大切な未来のために、

保険というかたちある「安心」をお届けし、その「安心の絆」を確かなものにしていくことを

願っています。私たちは、これからも、お客さまの「一生涯のパートナー」として、

「生涯設計」によって、かたちある「安心」をつくり、届け、広めてまいります。

奈良支社

災害保障特約付団体定期保険

生命共済ライフピア生命共済ライフピア

会員企業のみがこの福利厚生制度を利用することができます

会員企業の役員・従業員に対
する弔慰金・見舞金を、この
制度を活用して準備すること
により福利厚生制度を充実さ
せることができます。

①  ①  

簡単な告知のみで、医師の診
査は不要です。
※健康状態によっては加入（増額）できない
ことがあります。

②  ②  

業務上、業務外を問わず 24
時間保障です。

④  ④  掛金（企業負担）は損金または
必要経費に算入します。
（注）税務のお取扱いについては、平成26年8月現
　在の法令・通達・判例に基づいたものであり、
　　　将来的に変更されることもあります。

③  ③  

福利厚生制度の充実

その他

お申込み手続きが簡単

掛金の税務上のお取扱い

＜加入例＞

死亡保険金 ……………… 100万円
死亡保険金＋災害保険金 200万円
障害給付金7 …………… 70～10万円
入院給付金 ……………… 1,500円

（一日につき）

掛
金（
月
額
）の
一
例

保険年齢 男　性 女　性

15～35歳

41～45歳

51～55歳

61～65歳

359円

449円

690円

1,186円

302円

374円

497円

676円
※掛金には運営事務費が含まれています。

お申込にあたっては、所定のパンフレットおよび重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）を必ずお読みください。

お問い合わせは印刷組合事務局迄皆様、いつもご協賛ありがとうございます。

7　　SHOUIN
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大阪市中央区難波五丁目 1-60  なんばスカイオ 18 階  ☎（06）6586-6121 ㈹


